
(57)【要約】

【課題】オートクレーブに対応し、かつ長期間にわたっ

て良好な操作性を有する内視鏡用可撓管を得る。

【解決手段】内視鏡用可撓管に用いられる挿入部可撓管

３０は関節部材３３と関節部材３３の外周に嵌合する網

状管部材３２と網状管部材３２の外周に密着して設けら

れる外皮３１とからなる。関節部材３３は複数の円筒形

部材３１０を縁部に設けられた鍔部３３１にて傾動自在

に軸支することにより構成される。円筒形部材３１０に

は４つの密着穴３２１が設けられる。網状管部材３２は

複数の開口部３４を有する。密着穴３２１と開口部３４

とを一致させるように網状管部材３２を関節部材３３に

嵌合し、外皮３１を押出成形する。外皮３１は開口部３

４と密着穴３２１へ貫入して関節部材の内周側に突出し

、関節部材３３と外皮３１は強固に密着する。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 同 軸 に 配 置 し た 複 数 の 円 筒 形 部 材 を 、 隣 接 す る も の ど う し を 傾 動 自 在 に 接 続 し て な る 関
節 部 材 と 、
　 前 記 関 節 部 材 の 外 周 に 嵌 合 さ れ 複 数 の 開 口 部 を 有 す る 網 状 管 部 材 と 、
　 前 記 網 状 管 部 材 の 外 周 に 設 け ら れ る 外 皮 と を 有 す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 で あ っ て 、
　 前 記 円 筒 形 部 材 に は 密 着 穴 が 開 い て お り 、 前 記 外 皮 が 前 記 密 着 穴 内 に 突 出 す る こ と に よ
り 前 記 外 皮 と 前 記 網 状 管 部 材 と 前 記 円 筒 形 部 材 と が 密 着 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 可
撓 管 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 密 着 穴 は 複 数 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 密 着 穴 は 前 記 開 口 部 に 径 方 向 に 一 致 し た 位 置 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
２ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 密 着 穴 に お け る 最 大 幅 は 前 記 開 口 部 の 間 隔 以 上 の 長 さ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 円 筒 形 部 材 の 軸 方 向 に お け る 前 記 密 着 穴 の 長 さ は 前 記 円 筒 形 部 材 の 円 周 方 向 に お け
る 前 記 密 着 穴 の 長 さ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 円 筒 形 部 材 の 軸 方 向 に お け る 前 記 密 着 穴 の 長 さ は 、 前 記 開 口 部 の 間 隔 以 上 の 長 さ で
あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 に 用 い ら れ る 可 撓 管 に 関 し 、 よ り 詳 し く は 可 撓 管 を 構 成 す る 芯 材 に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 は 、 例 え ば 人 体 の 消 化 器 官 等 を 観 察 、 検 査 、 あ る い は 治 療 す る た め に 用 い ら れ 、
主 に 画 像 を 電 気 的 に 伝 達 す る 電 子 内 視 鏡 と 光 学 的 に 伝 達 す る フ ァ イ バ ー ス コ ー プ と に 大 別
さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 内 視 鏡 は 主 に 操 作 部 と 、 操 作 部 に 接 続 さ れ る 挿 入 部 と 、 挿 入 部 に 接 続 さ れ る 湾 曲 部 と 、
湾 曲 部 に 接 続 さ れ る 先 端 部 と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 先 端 部 に は 観 察 用 の 対 物 レ ン ズ 、 観 察 対 象 物 へ 投 光 す る ラ イ ト ガ イ ド 等 が 設 け ら れ る 。
先 端 部 に 接 続 さ れ る 湾 曲 部 は 施 術 者 の 操 作 に よ り 一 定 の 動 作 範 囲 で 自 由 に 湾 曲 さ せ る こ と
が 可 能 な 棒 状 で あ る 。 湾 曲 部 に 接 続 さ れ る 挿 入 部 は 一 般 に 挿 入 部 可 撓 管 と 呼 ば れ る 。 挿 入
部 に 接 続 さ れ る 操 作 部 に は 、 検 査 あ る い は 治 療 を 行 う た め の 各 種 ス イ ッ チ 等 や 観 察 用 の 接
眼 部 が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 挿 入 部 可 撓 管 は 、 螺 旋 管 と そ の 外 周 に 設 け ら れ る 網 状 管 部 材 と 網 状 管 部 材 に 密 着 し て 設
け ら れ る 外 皮 と か ら 構 成 さ れ る 。 挿 入 部 可 撓 管 に は 、 観 察 部 位 ま で 先 端 部 を 挿 入 す る こ と
を 可 能 に す る 程 度 の 硬 度 と 、 消 化 器 官 等 の 形 状 に 追 従 す る こ と を 可 能 に す る 程 度 の 柔 軟 性
と が 要 求 さ れ る 。 従 来 は 、 こ の 硬 度 と 柔 軟 性 と を バ ラ ン ス よ く 確 保 す る た め に 、 螺 旋 管 の
代 わ り に 関 節 部 材 を 用 い た も の や 、 螺 旋 管 に 設 け ら れ た 穴 に 外 皮 を 突 出 さ せ る 接 着 手 段 が
提 案 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ２ ４ ０ ２ ０ 号 公 報
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【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ １ － ２ ６ ２ ４ ６ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ０ ０ ５ １ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 単 に 関 節 部 材 と 網 状 管 部 材 に 外 皮 を 接 着 さ せ た だ け で は 、 挿 入 部 可 撓 管 の 使 用
時 に 関 節 部 材 と 外 皮 と の 間 に ず れ が 生 じ る 。 ま た 、 オ ー ト ク レ ー ブ に よ り 殺 菌 を 行 う 場 合
に は 高 温 や 高 圧 が 挿 入 部 可 撓 管 に 加 え ら れ る た め 、 単 に 接 着 さ せ た だ け で は 関 節 部 材 と 外
皮 と が 剥 離 す る こ と が あ る 。 ず れ あ る い は 剥 離 は 捻 り や 押 し と い っ た 操 作 を 挿 入 部 可 撓 管
に 伝 え る こ と を 妨 げ る 原 因 と な り 、 挿 入 部 可 撓 管 の 操 作 性 が 悪 化 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 一 方 、 穴 を 設 け た 螺 旋 管 の 外 周 に 網 状 管 部 材 を 設 け て 外 皮 を 成 形 す る と 、 螺 旋 管 の 穴 と
網 状 管 部 材 の 穴 と の 位 置 が 一 致 し な い 場 合 に は 螺 旋 管 の 穴 に 外 皮 が 突 出 せ ず 、 外 皮 と 螺 旋
管 を 強 固 に 密 着 さ せ る こ と が で き な い 。 外 皮 と 螺 旋 管 が 強 固 に 密 着 し な い と 、 螺 旋 管 は 伸
縮 性 を 有 す る た め 、 螺 旋 管 の 伸 縮 に 外 皮 が 追 従 で き な い と き に 外 皮 と 螺 旋 管 が 剥 離 す る 。
ま た 、 オ ー ト ク レ ー ブ に よ り 殺 菌 を 行 う 場 合 に は 高 温 や 高 圧 が 加 え ら れ る た め 、 螺 旋 管 が
潰 れ て 外 皮 と 剥 離 す る 。 し か し 、 強 固 に 密 着 さ せ る た め に 網 状 管 部 材 の 穴 と 一 致 す る 位 置
に 螺 旋 管 の 穴 を 開 け る こ と は 螺 旋 管 の 形 状 か ら 困 難 で あ り 、 ま た 、 螺 旋 管 の 穴 の 数 を 増 や
し た り 穴 の 大 き さ を 大 き く し た り す る と 螺 旋 管 に 要 求 さ れ る 強 度 を 確 保 す る こ と が で き な
い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 こ れ ら の 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 オ ー ト ク レ ー ブ に 対 応
し つ つ 長 期 間 に わ た っ て 良 好 な 操 作 性 を 有 す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 を 得 る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 用 可 撓 管 は 、 同 軸 に 配 置 し た 複 数 の 円 筒 形 部 材 を 隣 接 す る も の ど う
し を 傾 動 自 在 に 接 続 し て な る 関 節 部 材 と 、 前 記 関 節 部 材 の 外 周 に 嵌 合 さ れ 複 数 の 開 口 部 を
有 す る 網 状 管 部 材 と 、 網 状 管 部 材 の 外 周 に 設 け ら れ る 外 皮 と を 有 し 、 円 筒 形 部 材 に は 密 着
穴 が 開 い て お り 、 外 皮 が 密 着 穴 内 に 突 出 す る こ と に よ り 外 皮 と 網 状 管 部 材 と 円 筒 形 部 材 と
が 密 着 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 関 節 部 材 に 設 け ら れ る 密 着 穴 は 複 数 で あ っ て も よ く 、 網 状 管 部 材 の 開 口 部 と 径 方 向 に 一
致 し た 位 置 に 設 け ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 関 節 部 材 の 設 け ら れ る 密 着 穴 に お け る 最 大 幅 は 、 開 口 部 の 間 隔 以 上 の 長 さ で あ る こ と が
好 ま し く 、 円 筒 形 部 材 の 軸 方 向 に お け る 密 着 穴 の 長 さ は 、 開 口 部 の 間 隔 以 上 の 長 さ で あ れ
ば な お 良 い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 円 筒 形 部 材 の 軸 方 向 に お け る 密 着 穴 の 長 さ は 円 筒 形 部 材 の 円 周 方 向 に お け る 密 着 穴 の 長
さ 以 上 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 オ ー ト ク レ ー ブ に 対 応 し 、 か つ 長 期 間 に 渡 っ て 良 好 な 操 作 性 を 有 す る
内 視 鏡 用 可 撓 管 を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 に お け る 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 実 施 形 態 に つ い て 添 付 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 で あ る 内 視 鏡 用 可 撓 管 を 備 え た 電 子 内 視 鏡 の 正 面 図 で あ る
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。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 電 子 内 視 鏡 １ ０ は ス イ ッ チ 等 が 設 け ら れ た 操 作 部 ２ ０ と 操 作 部 ２ ０ に 接 続 す る 挿 入 部 可
撓 管 ３ ０ と 挿 入 部 可 撓 管 に 接 続 す る 湾 曲 部 ４ ０ と 湾 曲 部 ４ ０ に 接 続 す る 先 端 部 ５ ０ と 操 作
部 ２ ０ に 接 続 す る 接 続 部 可 撓 管 ６ ０ と 接 続 部 可 撓 管 と 図 示 し な い 光 源 と を 接 続 す る 光 源 接
続 部 ７ ０ と か ら 成 る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 先 端 部 ５ ０ に は 図 示 し な い 対 物 レ ン ズ や ラ イ ト ガ イ ド 等 が 設 け ら れ る 。 湾 曲 部 ４ ０ は 所
定 の 範 囲 で 観 測 者 の 操 作 に よ り 自 由 に 湾 曲 可 能 で あ る 。 挿 入 部 可 撓 管 ３ ０ は 先 端 部 ５ ０ を
観 察 部 位 に 挿 入 す る た め に 必 要 な 硬 度 と 柔 軟 性 を 併 せ 持 つ 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 挿 入 部 可 撓 管 ３ ０ は 外 皮 と 芯 材 と を 押 出 成 形 す る こ と に よ り 形 成 さ れ る 。 押 出 成 形 機 は
外 皮 を 構 成 す る 樹 脂 を 押 出 し て 芯 材 の 外 周 に 外 皮 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 挿 入 部 可 撓 管 ３ ０ の 構 成 を 図 ２ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ２ は 挿 入 部 可 撓 管 ３ ０ の 一 部 断 面
図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ に お け る 密 着 穴 ３ ２ １ は 、 説 明 の た め 、 他 の 部 分 に 対 し て 相 対 的 に 軸 Ｃ Ｌ 周 り に ４
５ 度 回 転 し た 位 置 に 示 し て お り 、 実 際 の 構 成 と は 異 な る 。 す な わ ち 密 着 穴 ３ ２ １ の 実 際 の
位 置 は 図 ３ お よ び ４ に 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 挿 入 部 可 撓 管 ３ ０ は 、 外 皮 ３ １ と 網 状 管 部 材 ３ ２ と 関 節 部 材 ３ ３ と か ら な る 。 関 節 部 材
３ ３ の 外 周 面 は 網 状 管 部 材 ３ ２ に よ り 被 覆 さ れ 、 網 状 管 部 材 ３ ２ の 外 周 面 に は 樹 脂 か ら な
る 外 皮 ３ １ が 密 着 し て 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 関 節 部 材 ３ ３ の 構 成 を 図 ３ か ら 図 ５ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ３ は 関 節 部 材 の 一 部 斜 視 図 、
図 ４ は 円 筒 形 部 材 の 斜 視 図 、 図 ５ は 関 節 部 材 の 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 関 節 部 材 ３ ３ は 、 複 数 の 円 筒 形 部 材 ３ １ ０ か ら な る 。 円 筒 形 部 材 は 同 軸 に 配 設 さ れ 、 隣
接 す る 円 筒 形 部 材 ど う し は ２ つ の 軸 支 穴 ３ ５ １ に そ れ ぞ れ 嵌 合 す る リ ベ ッ ト ３ ５ を 軸 と し
て 傾 動 自 在 に 取 り 付 け ら れ る 。 複 数 の 円 筒 形 部 材 は 同 一 の 形 状 で あ り 、 関 節 部 材 の 全 長 に
渡 り 略 均 一 な 円 筒 表 面 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 円 筒 形 部 材 ３ １ ０ は 鍔 部 ３ ３ １ お よ び 鍔 受 部 ３ ３ ３ を 各 ２ つ 有 す る 。 ２ つ の 鍔 部 は 半 円
形 を 有 し 、 円 筒 形 部 材 ３ １ ０ の 縁 部 か ら 軸 方 向 に 突 出 し て お り 、 軸 Ｃ Ｌ に 関 し 互 い に 対 向
し て 設 け ら れ る 。 鍔 部 ３ ３ １ と 円 筒 形 部 材 ３ １ ０ の 外 周 面 は 滑 ら か な 円 筒 形 の 表 面 を 形 成
す る 。 ２ つ の 鍔 受 部 ３ ３ ３ は 円 筒 形 部 材 ３ １ ０ の 鍔 部 ３ ３ １ が 設 け ら れ る 縁 部 と は 反 対 側
の 縁 部 か ら 軸 方 向 に 突 出 す る 半 円 形 で あ り 、 鍔 部 ３ ３ １ に 対 し て 軸 Ｃ Ｌ 周 り に ９ ０ 度 回 転
さ せ た 位 置 に 互 い に 対 向 し て 設 け ら れ る 。 鍔 受 部 ３ ３ ３ の 外 周 面 は 円 筒 形 部 材 ３ １ ０ の 外
周 面 よ り も 鍔 部 ３ ３ １ の 厚 さ 分 だ け 円 筒 形 部 材 ３ １ ０ の 径 方 向 内 側 に 設 け ら れ る 。 鍔 部 ３
３ １ お よ び 鍔 受 部 ３ ３ ３ に は 軸 支 穴 ３ ５ １ が 円 筒 形 部 材 ３ １ ０ に 開 口 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 円 筒 形 部 材 ３ １ ０ と 接 続 さ れ る 他 の 円 筒 形 部 材 ３ １ ０ に も 同 様 に 鍔 部 ３ ３ １ と 鍔 受 部 ３
３ ３ が 各 ２ つ 設 け ら れ る 。 隣 接 す る 円 筒 形 部 材 ３ １ ０ ど う し は 、 鍔 部 ３ ３ １ と 鍔 受 部 ３ ３
３ を 合 わ せ た 状 態 で 軸 支 穴 ３ ５ １ に リ ベ ッ ト を 通 す こ と に よ り 傾 動 自 在 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 円 筒 形 部 材 ３ １ ０ の 縁 部 は 、 円 筒 形 部 材 ３ １ ０ が 傾 動 す る 範 囲 を 確 保 す る た め に 必 要 な
形 状 を 有 す る 。 隣 接 す る 円 筒 形 部 材 ３ １ ０ の 縁 部 と の 距 離 は 、 鍔 部 ま た は 鍔 受 部 で 最 も 短
く な り 、 鍔 部 ま た は 鍔 受 部 か ら 軸 Ｃ Ｌ 周 り に ９ ０ 度 回 転 し た 位 置 で は 最 も 長 く な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 円 筒 形 部 材 が 嵌 合 す る 網 状 管 部 材 ３ ２ は 細 い 針 金 を 編 ん で 管 状 に 成 形 さ れ 、 複 数 の 四 角
形 状 で あ る 開 口 部 ３ ４ が 略 均 一 に 分 布 し て 形 成 さ れ て い る 。 隣 接 す る 開 口 部 間 の 軸 方 向 の
間 隔 は 、 例 え ば 約 １ ． ５ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 円 筒 形 部 材 ３ １ ０ に は ４ つ の 密 着 穴 ３ ２ １ が 、 円 筒 形 部 材 ３ １ ０ の 軸 Ｃ Ｌ 周 り に そ れ ぞ
れ ９ ０ 度 の 位 相 を も っ て 鍔 部 ３ ３ １ と 鍔 受 部 ３ ３ ３ の 間 に 設 け ら れ る 。 密 着 穴 ３ ２ １ は 、
円 筒 形 部 材 ３ １ ０ の 径 方 向 で は 正 方 形 の 穴 形 状 を 有 し 、 密 着 穴 ３ ２ １ は ２ つ ず つ そ れ ぞ れ
軸 Ｃ Ｌ に 関 し 対 向 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 網 状 管 部 材 ３ ２ は 、 密 着 穴 ３ ２ １ お よ び 開 口 部 ３ ４ の 位 置 が 円 筒 形 部 材 ３ １ ０ の 径 方 向
で 一 致 す る よ う に 取 り 付 け ら れ 、 隣 り 合 う 密 着 穴 ３ ２ １ 間 の 軸 方 向 の 間 隔 は 、 例 え ば 約 ６
ｍ ｍ で あ る 。 密 着 穴 ３ ２ １ は 開 口 部 ３ ４ の 位 置 と 合 う よ う に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 網 状 管 部 材 ３ ２ は 関 節 部 材 ３ ３ の 外 周 に 嵌 合 し 固 定 さ れ 、 芯 材 を 構 成 す る 。 芯 材 は 外 皮
３ １ と と も に 押 出 成 形 さ れ 、 挿 入 部 可 撓 管 ３ ０ を 形 成 す る 。 押 出 成 形 時 に は 、 外 皮 ３ １ は
溶 融 し た 状 態 で 芯 材 の 周 囲 に 押 出 さ れ る 。 こ の と き 、 密 着 穴 ３ ２ １ と 開 口 部 ３ ４ は 位 置 を
径 方 向 に 一 致 さ せ て い る た め 、 溶 融 し た 外 皮 ３ １ は 容 易 に 開 口 部 ３ ４ に 流 入 し た 後 、 密 着
穴 ３ ２ １ 内 部 へ 貫 入 し て 、 円 筒 形 部 材 ３ １ ０ の 内 周 側 に 突 出 し 、 密 着 突 起 ３ ６ を 形 成 す る
。 密 着 突 起 ３ ６ が 形 成 さ れ る こ と に よ り 外 皮 と 網 状 管 部 材 ３ ２ と 関 節 部 材 ３ ３ は 強 固 に 密
着 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 使 用 に よ り 挿 入 部 可 撓 管 ３ ０ が 曲 げ ら れ る と 、 関 節 部 材 ３ ３ は 軸 支 穴 ３ ５ １ を 中 心 に 傾
動 し 、 弾 性 を 有 す る 外 皮 ３ １ は 傾 動 す る 関 節 部 材 ３ ３ に 追 従 す る 。 こ の と き 、 外 皮 ３ １ に
は 関 節 部 材 ３ ３ か ら 剥 離 さ せ る 力 が 働 く 。 関 節 部 材 ３ ３ の 内 周 に 突 出 す る 密 着 突 起 ３ ６ は
剥 離 さ せ る 力 に 対 抗 し 、 外 皮 ３ １ と 関 節 部 材 ３ ３ が 剥 離 す る こ と を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 関 節 部 材 ３ ３ は 軸 方 向 お よ び 径 方 向 か ら 加 え ら れ る 力 に 対 し て 螺 旋 管 よ り も 高 い
強 度 を 有 す る 。 関 節 部 材 ３ ３ は オ ー ト ク レ ー ブ に よ り 加 え ら れ る 高 温 高 圧 に 対 抗 し て 伸 縮
せ ず 、 密 着 突 起 ３ ６ に よ る 密 着 力 と 併 せ て 、 外 皮 ３ １ と 関 節 部 材 ３ ３ と の 剥 離 を 防 止 す る
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 関 節 部 材 の 強 度 を 確 保 し な が ら 外 皮 と 強 固 に 密 着 す る こ と が で き
、 オ ー ト ク レ ー ブ に 対 応 し か つ 長 期 間 に 渡 っ て 良 好 な 操 作 性 を 有 す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 を 得
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 密 着 穴 の 最 大 幅 は 、 網 状 管 部 材 ３ ２ に 設 け ら れ た 開 口 部 ３ ４ の 間 隔 で あ る １ ． ５
ｍ ｍ 以 上 の 長 さ で あ っ て も よ い 。 密 着 穴 ３ ２ １ の 幅 を 開 口 部 ３ ４ の 間 隔 よ り も 長 く 確 保 す
る と 、 密 着 穴 ３ ２ １ と 開 口 部 ３ ４ の 位 置 を 一 致 さ せ る こ と が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 第 ２ の 実 施 形 態 に つ い て 図 ６ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ６ は 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 関 節 部
材 の 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 第 ２ の 実 施 形 態 は 、 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 密 着 穴 ３ ２ １ の 形 状 を 変 更 し た も の で あ る
。 密 着 穴 ３ ２ ２ は 円 筒 形 部 材 の 軸 方 向 に 平 行 に 延 び る 長 方 形 で あ り 、 軸 方 向 の 長 さ は 円 周
方 向 の 長 さ 以 上 で あ る 。 密 着 穴 ３ ２ ２ の 軸 方 向 の 長 さ は 網 状 管 部 材 の 開 口 部 ３ ４ の 間 隔 で
あ る １ ． ５ ｍ ｍ 以 上 の 長 さ で あ る 。 密 着 穴 ３ ２ ２ の 幅 は 開 口 部 ３ ４ の 間 隔 よ り も 長 く 確 保
し て あ る た め 、 密 着 穴 ３ ２ ２ と 開 口 部 ３ ４ は 径 方 向 に お け る 位 置 が 必 ず 一 致 す る 。 ま た 、
密 着 突 起 を 大 き く 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 い ず れ の 実 施 形 態 に お い て も 、 円 筒 形 部 材 ３ １ ０ ど う し を 軸 支 穴 ３ ５ １ に お い て
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接 続 す る 方 法 は リ ベ ッ ト に 限 ら れ ず 、 螺 子 等 の 軸 支 し う る も の で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 い ず れ の 実 施 形 態 に お い て も 、 密 着 穴 の 形 状 は 矩 形 に 限 ら れ ず 、 開 口 部 の 間 隔 以
上 の 長 さ の 幅 を 有 す る 円 形 や 四 角 形 で も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 電 子 内 視 鏡 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 挿 入 部 可 撓 管 の 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 関 節 部 材 の 一 部 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 円 筒 形 部 材 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 関 節 部 材 の 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 関 節 部 材 の 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 １ ０ 　 電 子 内 視 鏡
　 ３ ０ 　 挿 入 部 可 撓 管
　 ３ １ 　 外 皮
　 ３ ２ 　 網 状 管 部 材
　 ３ ３ 　 関 節 部 材
　 ３ ２ １ 　 密 着 穴
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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